
重層入母屋造りの堂々とした本堂

国分寺 薬王山
金色院

名勝 阿波国分寺庭園

本堂横にある枯山水の大庭園
が、作庭家・日本庭園史の研究
家であった重森三玲氏によっ
て見出されたのは昭和15年
（1940）のこと。平成12年
（2000）には国の名勝に指定
され、発掘調査によって、江戸
時代末期に大改修されたこと
がわかった。平成23年（2011）
12月より一般公開されている。
拝観料300円。

七重塔心礎

境内の片隅に、七重塔の心礎と
いわれる心礎石が置かれてい
る。天平12年（740）、国分寺造
営詔勅の前年に諸国に七重塔
造営が命じられているので、天
平年間（729～749）には建立
されていたと思われる。環溝型
という珍しい形式で、「塔の本」
の地か、興禅寺前の田んぼか
ら移されたと伝えられている。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

第15番 国分寺
●徳島県徳島市国府町矢野718-1    
☎088-642-0525
●宿坊／なし

第16番 観音寺
●徳島県徳島市国府町観音寺49-2  
☎088-642-2375 
●宿坊／なし

　天平13年（７４１）、聖武天皇が天下泰平を
祈願して全国66ヶ所に建立した国分寺の一つ
で、天皇の勅命を受けた行基が建設を指揮。
天皇は釈迦如来像と大般若経を納めたとい
う。当時の規模は寺領二町四方、鎮護国家の
祈願所として七重大塔を備えた大寺院であっ
た。しかし、寺は天正年間（１５７３～１５９２）、
長宗我部軍の兵火によって、烏瑟沙摩明王堂
（うすさまみょうおうどう）だけを残して焼失し
た。その後長く荒廃していたが、寛保元年（１７
４１）に阿波藩主の命令によって再建され、以
来宗派も現在の曹洞宗となった。本尊は薬師
如来。本堂内には、聖武天皇と光明皇后の位
牌が祀られている。

　山門をくぐって真正面に見えるのが本堂。
重層入母屋造りの本堂は、文化文政年間（１
８０４～１８３０）に第九世光山文明和尚に
よって再建されたもので、往時を彷彿とさせ
るスケールを持つ。大師堂は平成26年（２０
１４）２月28日に再建された。また、国分寺の
中で唯一、戦国時代の兵火を逃れたのが烏
瑟沙摩明王堂。烏瑟沙摩明王とは、弘法大
師が唐から招来した密教の神で、悪を降伏
させて善へと導くという。浄化の力があり、眼
と下半身の病に霊験があるといわれている。
納経所には烏瑟沙摩明王のお札があり、ト
イレの入り口に貼っておくと下の病気も治る
という。
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やくおうざん　こんじきいん　こくぶんじ

遺跡と庭園に往時の繁栄を偲ぶ

御詠歌／薄く濃くわけわけ色を染め
ぬれば流転生死の秋の紅葉ば
本尊／薬師如来
真言／おん ころころ せんだり まと
うぎ そわか
宗派／曹洞宗
開基／聖武天皇（勅願）

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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本堂の横には中国の名勝・廬山を模したという庭園がある
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阿波史跡公園

多くの文化財や歴史的文化遺
産に触れることができる史跡公
園。広大な敷地の公園内には、
徳島の歴史文化を体験・学習
できる歴史文化ゾーンや、竪穴
住居や高床倉庫など古代の邑
（むら）を復元した古代生活
ゾーン、自然体験ゾーンなど４
つのゾーンがある。

徳島県徳島市国府町西矢野
088・621・5295（徳島市公園緑地課）
入園自由
無休休
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